
























































































































































































































































































幽1次 明治P7年 ● ㊦○○○①◎◎◎　　○
第2次 18年● ● ●　　　○○○○①◎◎◎
第3次 19年● ● ●　　　○　　　　　　　　　　　　　○
第4次 20年 ● 9 ○○○　　①　　◎○　　○○○
第5次 21年 ● ○　　　　　　　　　　　　　○○○
第6次 22年 ● ● ○○　　○　　○　　　　　○○○○
第7次 23年 ● ● ○○　　○　　○　　　　　○○○○
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註　1）表示記号は前表までと同じ。
　2）紡績所は綿糸紡績所，絹糸紡績所，麻糸紡績所にわかれている。
　3）第36次より種目が変わっているものがある。畳表・真簾及輸出向莞莚は畳表，藁藤及花園，
　4）各種工産物については，本文参照。
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煉瓦・瓦は煉瓦・瓦・土管，油類は植物油，樟脳は粗製樟脳及樟脳油，革類は製革，刷子は刷子及刷毛となる。
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のである。
　第22次より製造戸数を工場，家内工業，織元，賃織業，として把握されてきた織物業は
第34次より，職工1Q人以上，同10人未満，織元，賃高価，となっており，また，製糸業の
戸数も第22次以来の区分があらためられて，10釜未満，10釜以上50釜未満，さ0釜以上100釜
未満，100釜以上，という区分にしたがったものが表示されているのである。
（5）　『第36次農商務統計表』より『第40次農商務統計表』まで
　大正8年度分を表示する『第36次農商務統計表』は工業種目につぎのごとき変動があるが，
このことのほかは，第35次と同一である。砂糖の府県別生産額が記載されたほか，工業種
目としてあらたに記載されているのは，各種工業品中に，銅器青銅器及真鍮器，鉄製鍋釜
及鉄瓶類，刃物類，f虐遇鉄器，アンチモニー製品，アルミニウム製品，絶縁電線木製品，
護護製品，皮革製品，ドロンウォーク，バテンレース，セルロイド製品，化粧品，骸炭で
あり，手巾，絹製品，洋傘骨，フエルト帽子，紙製ナプキン，壁紙がなくなっている。総
じて金属・化学工業生産がつけ加わってきているとはいえ雑工業的なものである。すでに
わが国工業の把握は明治42年からの『工場統計表』においてなされてきており，この『農商
務統計表』での把握は，『工場統計表』では容易にとらえられ得ない雑工業的なものが中
心となっているよう．に思われる。
　第39次には撚糸，蚕網，藁製品，酒類があらたに記載され，各種工業に樋藁製品，綜欄
製品，紙器，傘，洋傘，手巾，足袋，沃度，沃度加里，塩化加里があらたに，あるいは再
び加わっているほか，それ以前のドロンウォークとバテンレースが合併されたドロンウォ
ーク及バテンレースとなっている，などの工業種目にいくらかの変動がある。そのなかで
特に著しいことはζの酒類等醸造物の記載であって，清酒，濁酒，白酒，焼酎等の酒類に
ついては免許人員，製造家数，製造高を記しているほか，酒精及酒精含有飲料，麦酒，葡
萄酒及果実酒，醤酒についても同様の把握があり，味噌については製造家数，職工，生産
高が示されている。このように，第39次にいたり，はじめて『農商務統計表』に酒類ある
いは醸造物が記載されているのである。
　第32次以来，織物業の製造者は，職工10人以上，10人未満，織元，賃融業として形態別
に把握されてきたが（それ以前は，工場，家内工業，織元，畔織業），第39次より織機台
数による規模別把握となっている。織機10台未満，10台以上50台未満，50台以上，がそれ
であるが，絹織物は5台未満，5台以上10台未満，10台以上50台未満，50台以上，となつ
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ている。織物指定特別調査では，それを10台未満，10台以上30台未満，30台以上50台未満
50台以上100台未満，100台以上，に区分していて，詳細な規模別把握を行なっている。
　なお，第38次より工場記載は一切なくなる。　『工場統計表』の整備と逐年刊行というこ
とを反映しているものといえよう。
3．農商務統計における工業生産の把握
　以上において，工業生産についての農商務省の統計規程，ならびにそれによって把握さ
れる工業生産の『農商務統計表』における表示について検討してきたが，この農商務統計
における工業生産の把握にみられる特徴点を整理しておきたい。
　この『農商務統計表』は当初，農商務省直轄工場についての記載を行なっており　（第2
次より第10次まで），また後には諸官庁直轄工場についての記載を行なっている（第20次
以降，持に第20次から第3！次までは個別工場ごとのもの）というように，官営工場につい
ても把握し，記載を行なってはいるが，基本的には民閤産業の発展を把握したものとなっ
ているのである。
　この民間産業を主体とする『農商務統計表』における工業生産の把握は系統を異にする
二つの調査によって行なわれている。第一はいくつかの主要な工業生産物についての生産
把握であって，各種の工業生産物について，その産額を把握し，それに製造戸数，職工数
生産手段等をもあわせて把握しようとするものである。明治19年の「農商務通信事項様式」
において，製作友製造品表という形式で調査されているもので，種目別工業生産調査とも
いうべきものである。第二は工場についての把握である。多くの場合職工10人以上の製造
所を工場として，この工場について製造品目，職工数原動機装備状況さらには生産高
をも調査するものである。同じく明治ユ9年の「農商務通信事項様式」では工場表というか
たちで調査されているもので，工場調査である。明治42年の「工場統計規則」にもとづき
工業種目を問わずに，職工5人以上使用の全工場の調査によって，わが国の工業生産の把
握は，職工5人未満の工場・製造所におけるそれを欠くとはいえ，ほぼ網羅的になるが，
それまでの間，わが国の工業生産の把握は，以上のともに不十分な，系統を異にする二つの
調査によって行なわれているのである。
　種目別工業生産把握についていえば，そこでとりあげられているものは，織物業，製糸
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業，陶磁器業，漆器製造業，和紙製造業，畳表翼産及び莞莚業等の伝統的な在来産業であ
る。紡績業，洋紙製造業，製糖業も含まれていて，このような移植工業部門も把握されて
いるとはいえ，それは少数のものに限られ，伝統的在来産業が中心である。
　圧倒的多くが伝統的在来産業であるといったが，そのなかみをみると，それはほとんど
が消費財的なものであって，生産財，あるいは機械器具・金属工業的なものの把握が行な
　　　　　　　　’われていない。当初は金属器製造の項目があり（第1次，第2次），あるいは青銅器・銅器
の項目があるとはいえ（第11次から第21次まで），『農商務統計表』上には，基本的に欠落
している。いうまでもなく，民間産業としての生産財生産部門の発展がきわめて微弱であ
ることを反映しているといえようが，しかしそれにもかかわらず漸次展開しつつある民間
機械器具・金属工業の動きは，この種目別工業生産においては，ほとんど把握されていな
い。それらの把握は，明治42年からの『工場統計表』によってである。
　このように，『農商務統計表』は民間の伝統的在来産業の把握を主として行なったもの
となっているが，しかしそこで把握されている種目は必ずしも多くはない。種目数が増大
するのは，第16次にある程度みられた後の，第22次以降であり，それまではむしろ少数に
とどまっていた。その少数のものとは，先ほどあげた織物業などであるが，それらが当時
の主要工産物とみなされて，把握さ1れてきているのである。それらのなかで織物業の把握
が最も詳細となっていて，第1次より一貫してとりあげられ，生産高が把握されているほ
か，製造戸数，職工数きらには生産手段についての把握も最もよく行なわれ，しかも明治
38年からは生産形態別把握も行なわれているというように，生産形態の検討も可能となる
ものとなっているのである。この織物業とともに製糸業についても第1次より把握されて
いるが，製造戸数については第22次より規模別把握を行なっているとはいえ，職工数なら
びに生産手段の記載はまったくなく，織物業とは大きく異なっている。この織物業，製糸
業のほかでは陶磁器製造業が同様に早くから把握され，生産手段（窯）など比較的多くの
項目の記載となっていて，農商務省の関心の強さが反映されている。その他では，畳表加
糖及び莞莚製造業，漆器製造業，和紙製造業等の伝統的在来産業とともに移植工業である
マッチ製造業がとりあげられているが，輸出産業としての重要性が示されているのである。
　以上のごとく，　『農商務統計表』においては，伝統的在来産業の把握がひとつの中心と
なっているが，酒類等の醸造業は第38次にはじめて表示されるのであって，『農商務統計
表』への記載は著しくおそい。酒造業は税制の関係から大蔵省が把握するものとなってき
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たことによるのである。種目別工業調査において把握されているものは多くはないが，そ
の重要性が認識されながらその管轄の違いから他の統計によって把握されているものもあ
り，このことによって『農商務統計表』はその内容がより限定されたものとなっているの
である。
　工場調査についていえば，第1次から第8次の工場欄は，年次により原動機を使用する
もののみに限定しているとはいえ，個別工場調査を記載したものであって，これによって
工場生産の把握が可能となる（特に明治19年は工場生産額が記載されている）。第9次以降
は統計数値のみとなっているが，第17次以降の工場統計は詳細となっていて，工場生産の
展開という観点からの工業発展の検討が可能となる。種目別工業調査では，その種目が限
定されていてきわめて不十分であって，当時の工業生産の全体の把握にはほど遠いが，・こ
の工場調査によって検討が可能となるのである。わが国工業生産の把握がほぼ網羅的にな
るのは『明治42年工場統計表』によってであるが，それに先立っ工場調査によっても，か
なりの把握が可能となるであろう。特に第1次から第8次までの個別工場記載は重要であ
り，また第17次から第19次の工場種類地方別，職工種類地方別は，各府県ごとの工場生産
を詳細に記載したものであって，明治42年からの『工場統計表』に先立つ時点における工
業生産の把握の大きな手がかりとなる。
　このように工場調査によってわが国工業生産の把握は大巾になし得るとはいっても，当
時のわが国の在来諸産業はなお零細な家内工業を主体とするものが多く，工場生産として
の把握は，多くの場合工業生産の一部分を把握するにとどまる。種目別工業調査でとりあ
げられる工業種目はこれまでみてきたとおり限られていて多くのものを欠落させたものとな
っている。種目別工業調査からは落ち，また工場調査によっても把握され得ないものが少
くないが，当該の時期のわが国工業生産の把握ということからすれば，このようなものも
把握されなければならない。そしてこのようなものを把握していくうえでの有力な手がか
りを『府県統計書』に求めることができる。『府県統計書』はいずれの府県のものも勧業
編あるいは産業編を備えているが，それは基本的には農商務省の統計規程にもとつくも
のの，各府県で異なった把握・記載を行なっている。種目別工業調査の種目も各府県は独
自の選択を行なっていて，各府県によって異なっているig）ある特定の種目がいずれの府県
においても設定され，同様に記載されているということはないにしても，その種目の主要
産地（府県）においては把握されていることが多い。このような記載のある『府県統計書』
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によって，『農商務統計表』の工業生産把握における欠落部分をかなり埋めることができ
るものと思われる。
〔註〕
（1）例えば日本統計研究所編『日本統計発達史』　1960年　東京大学出版会。
（2）牛山敬二「官庁統計」　（大久保利謙・海老沢有道編『日本史学入門』1965年　広文社，
　史料編Hの3近代（b）），加藤幸三郎「官庁統計」　（井上幸治・入交好脩編『経済史学入
　門』1966年　広文社，史料編日本経済史IH）。
（3）明治7年の府県物産表によって当時のわが国の産業・経済の発展を検討したものとし
　ては，山口和雄『明治前期経済の分析』　（1956年　東京大学出版会）第1章「明治七年
　府県物産表」の分析，古島敏雄『資本制生産の発展と地主制』　（1963年　御茶の水書房）
　第1章第1節「明治七年府県物産表」にあらわれた経済構造の特質，同『産業史皿』
　（1966年　山川出版社）第1編第3章明治初年における産業，等がある。
（4）〔1）と同一書参照。
〔5）各府県が種目別工業調査において，独自にそこの重要工産物と目されているものをと
　りあげているであろうことは，本稿であげた明治17年の佐賀県の「工業通信手続及附録
　様式」，明治19年の兵庫県の「農商務通信手続・通信事項」における工産物種目からみ
　てもあきらかであろう。
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